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令和３年度宇佐市一般会計補正予算（第５号）の概要 
 
 
１．予算規模      補正前の予算額   ３０,９３１,８００千円 

今回補正予算額       ８４,１００千円 

           累 計 予 算 額   ３１,０１５,９００千円 

 
 
 
２．歳入補正                       （単位：千円） 

歳 入 款 今回補正予算額 累計予算額 

国 庫 支 出 金 ８４,１００ ５,２４３,８８２ 

 

 

 

３．歳出補正                             （単位：千円） 

歳 出 款 今回補正予算額 累計予算額 

民 生 費 ５９,８００ １０,６１１,４４６ 

衛 生 費 ２４,３００ ３,８７５,６３６ 

 
 
 
４．補正予算の特徴 

今回の補正予算は、国の新型コロナウイルス対策として、生活困窮世帯を対象とした自

立支援金支給事業にかかる予算を追加するものです。 

また、６月末をもって開設期間が終了する抗原検査センターの継続設置にかかる費用を

増額するもので、緊急に執行する必要があり、議会を招集する時間的余裕がないことから、

専決処分を行うものです。 
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５．主な事業概要 

事 業 名 
補正額

（千円） 
補 正 概 要 所管課 

新型コロナ
ウイルス感
染症生活困
窮者自立支
援金支給事
業 

59,800 

新型コロナウイルス感染症が長期化する中で、総合支援資金等の特
例貸付が限度額に達しているなどの理由により利用できない世帯で、
一定の要件を満たす生活困窮世帯に対し、新型コロナウイルス感染症
生活困窮者自立支援金を支給する。 
【支給対象世帯】 
○総合支援資金の再貸付を借り終わった世帯、または８月までに借
り終わる世帯 

○総合支援資金の再貸付が不承認となった世帯等 
上記の世帯に該当したうえで、以下のすべてを満たしていること 

（１）収入要件 
収入が①＋②の合計額を超えないこと 
① 市町村民税の均等割が非課税となる収入額の１/１２ 
② 生活保護の住宅扶助基準額 

（２）資産要件 
預貯金が上記①の６倍以下であること（ただし１００万円以
下） 

（３）求職要件等 
下記のいずれかの活動を行うこと 
・公共職業安定所に求職の申し込みをし、求職活動を行うこと 
・就労による自立が困難であり、この給付終了後の生活の維持
が困難と見込まれる場合には、生活保護の申請を行うこと 

【支給額】 
 単身世帯    ６万円/月 
 ２人世帯    ８万円/月 
 ３人以上世帯 １０万円/月 
【支給期間】 
 ７月以降の申請月から３か月（申請受付は８月末まで） 
【補正内訳】 
 会計年度任用職員報酬及び職員の時間外手当等 

１， ８４２千円 
 消耗品等                       ５９８千円 
 扶助費          ５７，３６０千円   
【財源】 
国：新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援事業費補助金     

５９，８００千円 

福祉課 

新型コロナ
ウイルス検
査体制強化
事業 

24,300 

 感染者の早期発見および感染拡大防止を目的に設置している抗原
検査センターの開設期間を８月３１日まで延長するため、必要経費を
計上する。 
【開設期間】 

変更前：５月１６日から６月３０日まで（ ４６日間） 
変更後：５月１６日から８月３１日まで（１０８日間） 

【補正内訳】 
 検査センター設置運営委託 ２４，１７０千円 
 消耗品費            １３０千円 
【財源】 
国：新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金 

              ２４，３００千円 

健康課 

 


